
令和４年度 鑑石園デイサービスセンター 事業報告書 

 

 

１．事業運営の概況  

経営改善、事業の効率化の一環として令和５年３月から、「地域密

着型デイサービスセンターかがみいし」に事業を統合し、鑑石園認知

症対応型デイサービス事業は廃止した。 

令和５年２月までの稼働率は、令和３年度 31.3％に対し、42.0％と

10.7 ポイント増加したが目標とした 50％の達成はできなかった。 

 

２．事業計画実施状況  

（１）  稼働率の向上  

・  鑑石園在宅介護支援センターをはじめ、他の居宅介護支援事

業所等への訪問、空き情報の提供、お試し利用の積極的な受け

入れと柔軟な個別対応にて新規利用者の獲得に努めた。 

・  稼働率は 42.0％であり、目標の達成はできなかった。 

（２）  サービスの向上  

  ① 利用者本位のサービスの提供  

・  ケアプランを基に、定期的に通所介護計画書を見直し、個別性を重

視したサービス提供に努めた。 

・  一人ひとりの身体状況に合わせた個別機能訓練計画を作成し、介

護職員も協力して機能訓練を行った。 

・  行事、イベントを積極的に実施し、利用者に楽しんで頂けるプログラ

ムの充実に努めた。 

② 職員資質の向上  

・  職員資質の向上を図る為、特別養護老人ホームとの共催やミーティ

ング時に内部研修を実施した。 

内部研修実施状況は次の通り 

４月  接遇について ９月  リスクマネジメント 

５月  認知症ケア １０月  ＡＥＤの使用方法  

６月  脱水について １２月  新型コロナ対策  

７月  感染症  1 月  身体拘束  

8 月  新型コロナ ２月  看取りについて 



・  利用者、家族とのコミュニケーションの充実を図り、一人ひとりに寄り

添ったケアを行うことを前提に、丁寧な言葉遣いと利用者様のペース

に合わせた行動をとることを職員全員が心掛け、お互いに注意し合

えるような雰囲気づくりに努めた。 

（３）  地域との連携  

・  在宅介護支援センターや高齢者地域支援窓口の職員と協力し

て、パンフレットや広報紙を配布し、さらにホームページにて活動

状況報告を行い、地域に向けて情報を発信した。 

・  運営推進会議については、感染リスクに配慮して開催を中止し、

地域の方や家族に書面で活動状況を報告した。 

・  ボランティアの受け入れについても、感染予防のため中止とした。 

（４）  コスト削減への取組み 

利用者への影響がないことを前提に、節電・節水を心掛けた他、職

員同士で確認するなど備品の取り扱いに注意し、消耗品の扱いにつ

いても無駄がないよう努めた。 

（５）  危機管理意識の向上  

・  特別養護老人ホームと協同し災害時を想定して避難訓練を実施

した。また、利用者の情報が最新のものとなるよう定期的に見直し

修正を行った。 

・  ヒヤリハットや利用者の体調変化をその場で報告し合い職員全員

に情報共有することで、事故が未然に防げるよう努めた。 

・  職員に出勤時の健康チェックと記入を義務付け、利用者､家族にも協

力を仰ぎ、お迎えの際、本人の検温及び同居家族の体調を確認し感

染症対策に努めた。 

・  利用者送迎に携わる職員は、出発前にアルコールチェックを実施し､

常に安全運転を心掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度年間行事  

４月  おやつ作り 

５月   屋外歩行訓練（バラ）  

６月   屋外歩行訓練（蓮）  

７月   夏祭り 

８月   流しそうめん 

９月   お昼作り 

10 月   福祉展見学  

11 月  お昼作り 

12 月   クリスマス会、おやつ作り 

１月   お昼作り 

２月   節分、屋外歩行訓練（梅）  

       ＊毎月実施：身体測定  

 

 


